
腹腔鏡技術認定医取得に向けてのモデルコースのご案内 

 

広島大学では産婦人科内視鏡技術認定医取得に向けたモデルコースを作成し、取得のサポ

ートを行なっています。是非このモデルコースを活用していただきワーキンググループの

サポートを受けて効率的に腹腔鏡技術認定医の取得に向け準備を進めていただければと思

います。 

 

 

修練目標

◼ 今後、産婦人科医師にとって内視鏡手術に関する基本的知識、 技術の習得は必須となる。

◼ 内視鏡手術を安全かつ円滑に施行し、技術指導も円滑にできるだけの技術・知識を習得する。

◼ 各人の認定医取得の希望、認定医取得要件の現状を把握するためにアンケート を行い、このアンケートを元に認定

医取得要件を満たす修練医、もうすぐ満たす修練医から優先的にサポート を行う。

◼ 1年毎に認定医取得要件の現状の調査を行いアッ プデート する。

◼ 新たに認定医取得を希望する場合はモデルコースを活用する。（人事の配慮が必要）

◼ メ ンター制度を創設する → 修練医に固定のメンターをつけて、研修要件を満たすサポートをする。

◼ web上での縫合結紮指導、ビデオクリニッ クの開催をする。

修練目標

内視鏡技術認定医取得のために
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モデルコース

産婦人科内視鏡学会入会
学術研修会参加

（月）24120 36

内視鏡関連の論文3題以上（筆頭1題以上）

学術研修会、実技研修会、縫合結紮講習会、教育セミナーなどに4回参加

学会発表（3題以上）
産科婦人科内視鏡学会（1題以上）、内視鏡外科学会、日産婦、中四、婦人科腫瘍、
内膜症学会、広島医学会総会、その他県単位以上の学会

web上での縫合結紮指導、ビデオクリニックへの参加

WG窓口に
修練希望届提出 積極的にラパロ手術に参加

して実施症例としてカウント

認定医試験受験
書類審査

手術動画審査
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メンターに研修会等受講状況
の確認や学会・論文のサポートを受ける

認定医研修施設で1年以上勤務し術者、
第一助手として合計100例以上経験する

書
類
審
査

手
術
動
画
作
成

 



 

本モデルコースではワーキンググループによるサポート開始の要件として、以下 3 つとさ

せて頂きました。 

 

①産科婦人科内視鏡学会への入会 

②1回以上の学術研修会への参加 

③修練希望届の提出 

 

つきましては産婦人科腹腔鏡技術認定医取得に向けてワーキンググループによるサポート

をご希望され、上記の①と②を満たす先生は、修練開始希望届に必要事項をご記入いただ

き、広島大学産婦人科専門研修プログラム管理委員会（担当：古宇）iemasako@hiroshima-

u.ac.jp まで修練開始希望届の提出をお願いいたします。 

なお、修練開始希望届は現状把握のためのアンケートも兼ねており、この修練開始希望届を

元にワーキンググループにてメンターを決定し取得までの計画を立てサポートをしていく

予定です。  

修練開始希望届提出の締め切りはありませんので、要件を満たしサポート開始をご希望さ

れた時点で提出ください。  

 

 ご不明な点・ご意見等がありましたら、ご遠慮なくお問い合わせください。  

御多忙の折大変恐縮ではございますが、宜しくお願い申し上げます。  

  

サブスペ管理グループ 腹腔鏡技術認定医担当ワーキンググループ 兒玉尚志、本田裕、関

根仁樹、友野勝幸  

 

about:blank
about:blank

